
 

 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   
 

１ 世界中の観光客から選ばれる「KYUSHU」の確立 
「KYUSHU」のブランド力を高め、競争に勝ち抜き、世界のツーリ
ストから選ばれる観光地としての確固たる地位を確立すること 
  

２ 観光の持続的な発展に向けた基盤の強化 
九州の観光が持続的に発展を続けるため、外国人材の活用や観光人
材の育成、ストレスフリーに旅行を楽しむための環境整備等の諸課
題の解決に取り組むこと 
  

３ 欧米・大洋州、中国 FIT 誘客による観光消費額の拡大 
戦略的なインバウンド誘客により観光消費の拡大を図り、地域に 
対して大きな経済貢献を果たすこと 

 
●「KYUSHU」のブランド力の向上【重点】 

(デジタルマーケティング等を強化することにより、国・地域
別等の各ターゲットに応じたブランド戦略を構築し、
「KYUSHU」ブランドを定着) 
 

「第二期九州観光戦略 第三次アクションプラン」について 
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戦略Ⅰ：九州ブランドイメージ戦略 

③主な実施項目 

【数値目標（KPI）2018 年実績】 
●観光消費額 
国内市場（国内宿泊＋国内日帰り）は伸び悩み。

インバウンドでも、韓国やクルーズ船の構成比が 
高く、消費単価向上に苦戦。 
●訪日外国人数 
過去 3 か年は 30％超の伸びで順調に拡大してき

たが、2018 年は前年比+4%と伸びが鈍化。 
特にクルーズ船が大幅に減少している。 
●延べ宿泊者数 
日本人は横ばい。インバウンドは 2018 年は前年

比増だが全体を押上げるまでには至っていない。 

１、「第二次アクションプラン」 
（2017 年～2019 年）について 

 
 
   
 

 

 
 
  
    

●外国人観光客の安全・
安心確保のための緊急
時・災害発生時の対応力
の向上【重点】 
（緊急時・災害時における円
滑・迅速なコミュニケーショ
ン、正確な情報の提供）  

●ストレスフリーな環
境の整備 
（外国人旅行者をはじめとす
るすべての旅行者が、快適・
安全・便利に旅行を楽しむた
めの通信環境や多言語対応、
二次交通等を充実させる）  

●地域と調和した受入
環境の充実 ほか 
 

●観光産業の人的基盤の
強化【重点】 
（観光分野における外国人材の
活用・確保、観光人材の育成や、
観光産業に携わる者がやりがい
と誇りをもって働くことができ
る環境づくりを推進）  

●国際航空路線の拡大 
（九州内空港の路線誘致活動と
連動した取組みの実施） 
 

●宿泊施設の充実・拡充 
（外資系高級ホテル誘致に向け
た取組み、宿泊施設のグローバ
ル対応の促進） 
 

 
 

●九州ならではの価値を
持ったコンテンツの磨き
上げ【重点】  
（各県、DMO 等が中心となり、
九州が選ばれるための競争力
のある観光素材の開発・磨き上
げを実施）  

●広域周遊の促進【重点】 
（九州の観光資源をストーリー
やテーマでつなぎ、九州まるご
との魅力として売り込む） 
 

●欧米・大洋州からの誘客
拡大【重点】 
（RWC2019 等で九州を訪れた観
光客のリピーター化、新規来訪者
を増やすため情報発信等を実施）  

●東アジア・東南アジアか
らの誘客拡大【重点】 

（中国 FIT、韓国・台湾・香港な
どからのリピーター獲得に向け
て市場の成熟度に応じたプロモ
ーション・情報発信を展開）    

●国内からの誘客拡大 
 

●MICE 誘致の強化と 
経済効果の最大化 

●統合型リゾート(ＩＲ) 
創設に向けた誘致等への
支援 

                     

●外国人観光客の消費
拡大【重点】 

●ナイトタイムエコノ
ミーの拡充 

●クルーズ船寄港地観
光の魅力向上 

 

２、「第三次アクションプラン」（2020 年～2023 年）について 

※観光消費額は観光庁「訪日外国人消費動向調査」の値を基に、九州観光推進機構
が推計したもの。また、訪日外国人の観光消費額の算出に用いる 14 条入国（クル
ーズ客）の旅行消費単価は、2017 年までは福岡市調査の値を適用、2018 年からは
観光庁調査の値を適用。 
 

戦略Ⅱ：観光インフラ整備戦略 

戦略Ⅲ：九州への来訪促進戦略 

戦略Ⅳ：来訪者の滞在・消費促進戦略 

●観光消費額：4.0 兆円 
・訪日外国人 12,000 億円 
・国内宿泊  22,400 億円 
・国内日帰り  5,600 億円 

 
●訪日外国人数：786 万人 

 
●延べ宿泊者数：6,800 万人泊 

・日本人 4,790 万人泊 
・外国人 2,010 万人泊 

① 基本方針 
【現状・課題】 
・海外において九州のブランドイメージが定着

しておらず、認知度が低い。（特に欧米豪） 
 →SNS・WEB 等での多言語による情報発信

や現地 PR 等のさらなる強化が必要。 
・来訪者の国籍・地域に偏りがあり、韓国やク

ルーズ客が多い一方、欧米豪や中国（クルー
ズ以外）が少ない。 

【九州をとりまく環境】 
・RWC2019 や東京オリ・パラ等の大規模国際大

会の開催 
・熊本地震や九州北部豪雨等の大規模災害の頻

発 
・外国人観光客急増に伴うオーバーツーリズム

の発生  
【その他】 
・H30 秋の九州地域戦略会議での「九州まるご

と“インバウンド立圏”宣言」 
 

②２０２３年の数値目標（KPI）

資料４－１ 

目標

達成率

観光消費額 2.7兆円 2.6兆円 84% 3.1兆円

訪日外国人 4,843億円 4,040億円 61% 6,659億円

国内宿泊 18,234億円 17,184億円 87% 19,760億円

国内日帰り 3,929億円 4,503億円 95% 4,763億円

訪日外国人数 494.1万人 511.6万人 95% 　539.8万人

延べ宿泊者数 4,528万人泊 4,613万人泊 90% 5,136万人泊
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